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り[Weber et al., 1984]、ポーラーパッチによりもたらされる電子密度の極大値の変化や、電
離圏全電子数(TEC)の変化は電波通信や GPS 等のナビゲーションシステムに悪影響をもた
らす。そういった要因によって、今日までポーラーパッチが広義の宇宙天気がもたらす影響
の一部として研究され続けている[Behnke et al., 1995]。2005 年 1 月からカナダの Resolute 
Bay において冷却 CCD を用いた全天イメージャーにより高感度光学観測を行っている。ま
たこのイメージャーは極域大型短波レーダー網(Super Dual Auroral Rader Network: 
SuperDARN)と観測視野が重なっており同時観測が可能である。本研究では、Resolute Bay 













流れ込むことによって TOI が切断され、ポーラーパッチが発生することが示唆された。 
 
 
